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１ 

 

 
 
 

鈴
木
馨
祐
法
務
大
臣
が
代
表
を
務
め
る
政
党
支
部
の
政
治
資
金
収
支
報
告
書
に
計
二
百
八
十
二
万
円
の
記
載
漏

れ
が
あ
っ
た
問
題
に
対
す
る
認
識
と
大
臣
の
資
質
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

第
二
次
石
破
内
閣
に
お
い
て
法
務
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
鈴
木
馨
祐
氏
に
つ
い
て
は
、
自
身
が
代
表
を
務
め
る
政
党
支
部
の
政

治
資
金
収
支
報
告
書
に
計
二
百
八
十
二
万
円
の
記
載
漏
れ
が
あ
っ
た
と
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

令
和
六
年
六
月
十
二
日
に
配
信
さ
れ
た
共
同
通
信
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
「
鈴
木
馨
祐
氏
は
、
十
二
日
の
参
院
政
治
改
革
特

別
委
員
会
で
、
自
身
が
代
表
を
務
め
る
党
支
部
の
二
〇
二
一
年
政
治
資
金
収
支
報
告
書
に
計
二
百
八
十
二
万
円
の
記
載
漏
れ

が
あ
っ
た
と
明
ら
か
に
し
た
。
五
月
の
衆
院
政
治
改
革
特
別
委
員
会
で
計
六
十
六
万
円
と
答
え
て
い
た
が
、
精
査
し
た
と
し

て
訂
正
し
た
。
「
大
変
反
省
し
て
お
り
、
お
わ
び
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
計
二
百
八
十
二
万
円
の
記

載
漏
れ
を
認
め
、
訂
正
・
お
わ
び
を
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
の
か
確
認
し
た
い
。 

二 

計
二
百
八
十
二
万
円
の
記
載
漏
れ
が
事
実
で
あ
っ
た
場
合
に
は
二
百
八
十
二
万
円
も
の
大
金
が
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
保
管

さ
れ
て
い
た
の
か
、
詳
細
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。 

三 

令
和
六
年
十
月
十
七
日
に
綱
島
駅
近
く
の
東
照
寺
会
館
駐
車
場
に
て
開
催
さ
れ
た
岸
田
文
雄
前
内
閣
総
理
大
臣
と
鈴
木
馨



 

２ 

 

祐
氏
の
演
説
会
に
お
い
て
、
鈴
木
氏
は
「
ま
ず
最
初
に
、
や
は
り
私
は
自
民
党
の
一
員
と
し
て
皆
様
方
に
ご
心
配
を
お
掛
け

し
て
い
る
こ
と
に
お
詫
び
を
申
し
上
げ
て
お
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。
去
年
の
年
末
、
我
々
の
同
僚
議
員

の
中
で
、
政
治
資
金
規
正
法
の
違
反
で
収
支
報
告
書
に
不
記
載
が
あ
っ
た
、
そ
う
い
っ
た
法
律
違
反
の
事
件
が
起
こ
り
ま
し

た
。
私
自
身
そ
う
し
た
こ
と
が
な
い
と
は
い
え
、
や
は
り
同
僚
の
議
員
で
そ
う
し
た
法
律
を
違
反
す
る
件
が
あ
っ
た
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
お
詫
び
を
申
し
上
げ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
「
私
自
身
そ
う
し
た
こ
と

が
な
い
」
と
い
う
発
言
に
あ
る
よ
う
に
、
鈴
木
法
務
大
臣
は
不
記
載
の
問
題
は
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
の
か
、
確
認
し

た
い
。
ま
た
不
記
載
の
事
実
が
あ
っ
た
場
合
、
第
五
十
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
最
中
に
公
に
し
た
こ
の
発
言
は
、
公
職
選

挙
法
第
二
百
三
十
五
条
の
虚
偽
事
項
の
公
表
罪
に
あ
た
る
と
考
え
る
が
如
何
か
。
鈴
木
法
務
大
臣
及
び
石
破
茂
内
閣
の
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

鈴
木
法
務
大
臣
及
び
石
破
茂
内
閣
が
認
識
し
て
い
る
「
裏
金
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
合
い
に
つ
い
て
以
下
、
確
認
す
る
。 

 

１ 

旺
文
社
国
語
辞
典
第
十
二
版
に
よ
れ
ば
、
「
裏
金
」
と
は
「
会
計
帳
簿
に
記
載
せ
ず
、
不
正
に
た
く
わ
え
た
金
銭
。
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
鈴
木
法
務
大
臣
及
び
石
破
茂
内
閣
は
「
裏
金
」
と
い
う
言
葉
を
同
様
の
意
味
で
認
識
し
て
い
る

の
か
、
確
認
し
た
い
。 



 

３ 

 

 
２ 

大
辞
林
第
四
版
に
よ
れ
ば
、
「
裏
金
」
と
は
「
帳
簿
に
は
記
載
し
な
か
っ
た
り
別
の
名
目
に
し
た
り
し
て
い
る
金
。
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
鈴
木
法
務
大
臣
及
び
石
破
茂
内
閣
は
「
裏
金
」
と
い
う
言
葉
を
同
様
の
意
味
で
認
識
し
て
い
る

の
か
、
確
認
し
た
い
。 

 

３ 

デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
に
よ
れ
ば
、
「
裏
金
」
と
は
「
帳
簿
に
記
載
せ
ず
、
不
正
に
隠
し
持
っ
て
い
る
金
銭
。
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
が
、
鈴
木
法
務
大
臣
及
び
石
破
茂
内
閣
は
「
裏
金
」
と
い
う
言
葉
を
同
様
の
意
味
で
認
識
し
て
い
る
の
か
、
確

認
し
た
い
。 

五 

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
曜
版
（
令
和
六
年
六
月
二
日
号
）
に
報
じ
ら
れ
た
鈴
木
法
務
大
臣
の
記
事
に
関
連
し
て
以
下
、
質
問
す

る
。 

 

１ 

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
曜
版
（
令
和
六
年
六
月
二
日
号
）
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
「
自
民
党
の
政
治
資
金
規
正
法
「
改
正
」
案

の
提
出
者
は
、
約
三
百
万
円
の
〝
裏
金
議
員
〟
だ
っ
た
。
こ
ん
な
実
態
が
日
曜
版
編
集
部
の
取
材
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
約
三
百
万
円
の
収
入
を
裏
金
処
理
し
て
い
た
の
は
、
自
民
党
政
治
刷
新
本
部
作
業
部
会
座
長
の
鈴
木
馨
祐
（
け
い
す

け
）
議
員
（
衆
院
神
奈
川
七
区
）
。
日
曜
版
（
五
月
二
十
六
日
号
）
の
指
摘
を
受
け
、
二
百
八
十
二
万
円
の
収
入
が
不
記

載
だ
っ
た
と
し
て
政
治
資
金
収
支
報
告
書
を
訂
正
し
ま
し
た
。
規
正
法
違
反
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
編
集
部
の
調



 

４ 

 

べ
で
新
た
に
十
万
円
の
不
記
載
が
あ
る
こ
と
も
判
明
し
ま
し
た
。
裏
金
づ
く
り
の
舞
台
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
鈴
木
氏
が

代
表
を
務
め
る
「
自
民
党
神
奈
川
県
第
七
選
挙
区
支
部
」
。
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
令
和
六
年
十
月
二
十
九

日
に
報
じ
ら
れ
た
神
奈
川
新
聞
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
「
裏
金
づ
く
り
が
発
覚
し
た
な
ど
と
虚
偽
の
情
報
を
広
め
、
選
挙
運

動
を
妨
害
さ
れ
た
と
し
て
、
自
民
党
の
鈴
木
馨
祐
衆
院
議
員
が
港
北
署
に
公
職
選
挙
法
違
反
（
虚
偽
事
項
公
表
）
の
容
疑

で
刑
事
告
訴
し
、
受
理
さ
れ
た
こ
と
が
二
十
八
日
、
関
係
者
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。
関
係
者
に
よ
る
と
、
衆
院
選
公
示

日
（
十
五
日
）
の
前
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
と
称
し
、
鈴
木
氏
に
つ
い
て
「
約
三
百
万
円
の
裏
金
処
理
問
題
が
発
覚
し
た
」
と

し
て
責
任
を
問
う
よ
う
な
自
動
音
声
の
電
話
が
、
横
浜
市
港
北
区
内
の
市
議
や
県
議
の
事
務
所
な
ど
に
か
か
っ
て
き
た
と

い
う
。
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
鈴
木
法
務
大
臣
は
、
二
百
八
十
二
万
円
の
収
入
を
不
記
載
で
政
治
資
金
収
支
報
告
書

を
訂
正
し
て
い
る
が
、
約
三
百
万
円
の
裏
金
処
理
問
題
が
発
覚
し
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
の
か
、
見
解
を
伺
い
た

い
。 

 

２ 

令
和
六
年
十
月
二
十
九
日
に
報
じ
ら
れ
た
神
奈
川
新
聞
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
「
鈴
木
氏
の
秘
書
を
務
め
る
男
性
は
「
当

時
の
実
務
担
当
者
が
代
わ
っ
た
際
、
引
き
継
ぎ
が
な
か
っ
た
こ
と
で
ミ
ス
が
生
じ
、
不
記
載
と
な
っ
た
。
決
し
て
故
意
で

は
な
く
、
「
裏
金
」
で
は
な
い
」
」
と
話
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
曜
版
（
令
和
六
年
六



 

５ 

 

月
二
日
号
）
に
、
「
五
月
二
十
四
日
の
衆
院
政
治
改
革
特
別
委
員
会
。
日
本
共
産
党
の
塩
川
鉄
也
議
員
の
追
及
に
鈴
木
氏

は
、
日
曜
版
の
指
摘
分
の
ほ
か
に
二
件
の
不
記
載
が
あ
る
と
認
め
、
計
八
件
に
つ
い
て
収
支
報
告
書
を
訂
正
し
た
と
説
明

し
ま
し
た
。
「
実
務
担
当
者
が
変
わ
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ミ
ス
が
出
た
」
と
弁
明
し
ま
し
た
が
・
・
・
。
し
か
し
同
支
部

の
会
計
責
任
者
は
十
一
年
か
ら
二
十
二
年
ま
で
、
事
務
担
当
者
は
十
七
年
か
ら
二
十
二
年
ま
で
同
一
人
物
が
担
当
。
弁
明

は
ウ
ソ
の
疑
い
が
濃
厚
で
す
。
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
自
民
党
神
奈
川
県
第
七
選
挙
区
支
部
の
会
計
責
任
者
は
十
一

年
か
ら
二
十
二
年
ま
で
、
事
務
担
当
者
は
十
七
年
か
ら
二
十
二
年
ま
で
同
一
人
物
が
担
当
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る

の
か
確
認
し
た
い
。 

六 

政
治
資
金
規
正
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
、
「
第
十
二
条
又
は
第
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
報
告
書
又

は
こ
れ
に
併
せ
て
提
出
す
べ
き
書
面
の
提
出
を
し
な
か
つ
た
者
」
は
、
「
五
年
以
下
の
禁
錮
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

す
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
法
第
二
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
、
「
重
大
な
過
失
に
よ
り
、
第
二
十
四
条
及
び
第

二
十
五
条
第
一
項
の
罪
を
犯
し
た
者
も
、
こ
れ
を
処
罰
す
る
も
の
と
す
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
同
法
第
二
十
五
条

第
二
項
に
つ
い
て
は
、
「
政
治
団
体
の
代
表
者
が
当
該
政
治
団
体
の
会
計
責
任
者
の
選
任
及
び
監
督
に
つ
い
て
相
当
の
注
意

を
怠
つ
た
と
き
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
鈴
木
法
務
大
臣
及
び
石
破
茂
内
閣
も
同
様



 

６ 

 

の
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
確
認
し
た
い
。
ま
た
違
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
時
に
は
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た

い
。 

七 

鈴
木
法
務
大
臣
が
代
表
を
務
め
る
自
民
党
神
奈
川
県
第
七
選
挙
区
支
部
の
二
〇
二
一
年
分
政
治
資
金
収
支
報
告
書
に
計
二

百
八
十
二
万
円
の
記
載
漏
れ
が
あ
っ
た
こ
と
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
政
治
資
金
規
正
法
に
違
反
し
て
い
る
と
考
え
る
が
如
何

か
。
鈴
木
法
務
大
臣
及
び
石
破
茂
内
閣
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

八 

立
憲
民
主
党
は
令
和
六
年
五
月
二
十
日
に
政
治
資
金
収
支
報
告
書
に
関
す
る
処
罰
の
強
化
を
進
め
る
べ
く
、
不
記
載
が
百

五
十
万
円
超
だ
っ
た
場
合
は
会
計
責
任
者
の
過
失
で
あ
っ
て
も
議
員
を
罰
則
対
象
と
す
る
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
、
「
政
治
資

金
規
正
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
衆
議
院
に
提
出
し
た
。
こ
の
法
案
は
、
会
計
責
任
者
だ
け
で
な
く
議
員
も
処

罰
の
対
象
と
す
る
「
連
座
制
」
の
導
入
も
明
記
し
て
お
り
、
不
記
載
は
単
純
な
ミ
ス
で
あ
っ
て
も
金
額
が
百
五
十
万
円
超
で

あ
れ
ば
議
員
に
は
連
座
制
を
適
用
し
、
有
罪
が
確
定
す
れ
ば
、
議
員
失
職
と
公
民
権
停
止
の
対
象
に
し
て
い
る
。
自
民
党
の

裏
金
問
題
に
対
す
る
国
民
の
怒
り
は
頂
点
に
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
政
府
与
党
に
お
い
て
も
有
罪
が
確
定
す
れ
ば
、
議
員
失

職
と
公
民
権
停
止
の
対
象
と
な
る
「
連
座
制
」
の
導
入
を
含
め
た
政
治
資
金
の
隠
匿
に
か
か
る
罰
則
の
強
化
を
進
め
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
如
何
か
。
石
破
茂
内
閣
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 



 

７ 

 

九 

令
和
六
年
十
一
月
五
日
に
配
信
さ
れ
た
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
鈴
木
馨
祐
氏
の
起
用
に
関
し
て
、
「
日
本
共

産
党
の
機
関
紙
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
は
鈴
木
氏
が
代
表
を
務
め
る
「
自
民
党
神
奈
川
県
第
七
選
挙
区
支
部
」
の
二
〇
二
一
年

の
政
治
資
金
収
支
報
告
書
に
、
計
六
件
六
十
六
万
円
の
寄
付
収
入
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
裏
金
疑
惑
を
ス
ク
ー
プ
。

衆
議
院
政
治
改
革
特
別
委
員
会
で
こ
の
問
題
を
追
及
さ
れ
た
鈴
木
氏
は
事
実
関
係
を
認
め
た
上
で
、
「
当
時
の
資
金
担
当
者

が
変
わ
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ミ
ス
」
「
精
査
し
た
結
果
、
（
不
記
載
が
）
他
に
二
件
あ
っ
た
の
で
、
合
計
八
件
に
つ
い
て
記

載
を
訂
正
し
た
」
と
釈
明
し
て
い
た
。
鈴
木
氏
が
所
属
す
る
「
志
公
会
」
（
麻
生
派
）
は
、
解
散
し
た
旧
安
倍
派
（
清
和
政

策
研
究
会
）
と
同
様
に
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
売
り
上
げ
ノ
ル
マ
超
過
分
を
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
が
あ
っ
た
こ

と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
客
観
的
に
見
れ
ば
「
裏
金
派
閥
」
で
、
「
裏
金
作
り
」
を
し
て
い
た
「
裏
金
議
員
」
の
一
人
と
同

列
視
さ
れ
て
当
然
だ
。
野
党
議
員
が
起
用
に
仰
天
し
て
い
る
の
も
無
理
は
な
い
。
少
数
与
党
に
転
落
し
た
石
破
政
権
に
対
し

て
は
、
立
憲
民
主
党
や
国
民
民
主
党
な
ど
が
さ
ら
な
る
政
治
資
金
規
正
法
の
厳
罰
化
を
求
め
て
い
て
、
裏
金
問
題
は
今
後
も

国
会
論
戦
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。
法
相
は
規
正
法
改
正
に
つ
い
て
主
導
的
な
役
割
を
担
う
べ
き
立
場

だ
。
そ
の
重
要
閣
僚
自
身
に
裏
金
疑
惑
が
指
摘
さ
れ
て
い
て
、
国
民
が
納
得
す
る
よ
う
な
公
平
・
公
正
な
議
論
は
で
き
る
の

か
。
」
と
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
鈴
木
法
務
大
臣
の
資
質
が
問
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
度
は
ど
う
い
っ
た
理
由
で
鈴
木
氏
を
法
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務
大
臣
に
任
命
し
た
の
か
、
石
破
茂
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

十 
令
和
六
年
十
一
月
五
日
に
配
信
さ
れ
た
東
ス
ポ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
鈴
木
馨
祐
氏
の
起
用
に
関
し
て
、
日
本
共
産

党
の
小
池
晃
書
記
局
長
が
鈴
木
氏
に
つ
い
て
「
人
物
的
に
言
う
と
、
鈴
木
馨
祐
氏
で
す
ね
。
こ
の
人
を
法
務
大
臣
に
す
る
こ

と
を
言
う
と
、
裏
金
を
指
摘
さ
れ
た
人
物
で
す
。
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
日
曜
版
の
五
月
二
十
六
日
付
で
裏
金
疑
惑
が
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。
五
月
二
十
四
日
の
衆
院
予
算
委
員
会
で
（
共
産
党
の
）
塩
川
鉄
也
氏
が
裏
金
の
指
摘
を
行
い
ま
し
た
。
合
計
で

二
百
八
十
二
万
円
。
こ
れ
は
「
訂
正
し
ま
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
開
き
直
っ
た
わ
け
で
す
。
や
っ
ぱ
り
、
明
確
に
裏
金
議
員

だ
っ
た
人
物
を
こ
と
も
あ
ろ
う
に
法
務
大
臣
に
す
え
る
、
こ
れ
は
許
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
点
で
す
」
、
「
自
民
党
政
治

規
制
法
改
正
案
の
提
出
者
。
今
回
の
自
民
党
の
規
制
案
は
「
〝
ザ
ル
法
〟
だ
」
と
い
う
指
摘
が
相
次
い
で
い
る
。
自
民
党
の

当
選
者
の
中
で
も
「
不
十
分
だ
」
と
い
う
方
が
多
数
い
ま
す
。
〝
ザ
ル
も
呆
れ
る
ザ
ル
法
〟
を
作
っ
た
人
物
を
法
務
大
臣
に

す
る
、
し
か
も
裏
金
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
石
破
さ
ん
、
ど
う
い
う
基
準
で
閣
僚
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
」
と
問
わ

れ
る
と
思
う
し
、
国
会
が
始
ま
れ
ば
当
然
、
追
及
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
指
摘
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
、
鈴
木
法
務
大
臣
及
び
石
破
茂
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


